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１  適用範囲 

  この基準は、建築用針葉樹製材の乾燥処理材の含水率測定に使用する設置型木材含水

率計(以下「含水率計」という。)の性能試験方法及び適合判定に適用する。 

 

２ 性能試験の方法 

２.１ 試験材 

 ①試験材は、認定申請に係る含水率計を用いて測定しようとする針葉樹製材の乾燥処理

材とする。樹種及び断面寸法は、認定申請に当たって明記したものを用いる。 

②試験材の含水率測定点は、認定申請品によって測定した含水率が10％以上～15％未満、

15％以上～20％未満、20％以上～25％未満の含水率の箇所各５測定点、計１５測定点

とする。ただし、測定点付近には割れや節など試験に影響する欠点がないものとする。 

 

２.２ 含水率計による含水率の測定方法 

  認定申請に係る含水率計の使用方法によって、試験材の含水率(Ｍ１)を測定する。 

 

２.３ 全乾法による含水率の測定方法 

  ①２．２の測定を行ったそれぞれの測定点について、全乾法（JIS Z 2101）によって含 

  水率を測定する。  

  ②測定点の全乾法による含水率(Ｍ２)は、測定点が中心に位置するように適切に切断して 

  得たサンプルについて、含水率測定直後の総重量(Ｗ１)と全乾時の重量(Ｗ２)を用いて 

  (１)式により求める。ただし、重量測定に当たっては、サンプルをさらに任意に分割 

  してもよい。    

        

     Ｍ２＝（Ｗ１－Ｗ２）×100／Ｗ２  ・・・・・・・・・・・(１) 

 

２.４ 全乾密度の測定方法 

  ２．２の測定を行ったそれぞれの試験材について、全乾密度を測定する。また、それ 

 らの平均値を求める。 

 

３  適合基準 

  認定申請に係る含水率計による測定値(Ｍ１)と全乾法による含水率(Ｍ２)の偏差 

 (Ｍ１－Ｍ２)の絶対値が全測定点数(１５点)のうち１３点以上が全乾法による含水率値 

  (Ｍ２)に0.12を乗じた値以下であること((２)式)。 

 

        ｜Ｍ１－Ｍ２｜≦  0.12 × Ｍ２   ・・・・・・・・・・・(２) 

 

付則 

 この基準は、平成２５年４月２日から施行する。 

 

制定 平成１２年１１月２７日 住木技発１２第１７４号 

改正 平成１９年 ５月２５日 住木技発１９第１５４号 

改正 平成２５年 ４月 １日 住木認発２５第３３号 

改正 令和 ４年 ６月 ３日 住木認発第 ６６号 


